
低山地や山麓の草原に生え直立する多年草で、高さ30-80cmになる。葉は4-8枚の小葉を対生してつけ、
葉軸の先端はときに巻きひげとなるが、ふつうは小突起に終わる。托葉は半切卵形で、歯牙があり、やや大
きい。花期は7-10月。花序は2-8cm、花柄は長さ1-5cm、密に5-15花をつける。花は紅紫色または青紫色

で、花期により変化し、長さ10-12mm。

但馬の2ヶ所、東播磨の1ヶ所、阪神の1ヶ所で現存が確
認されている。

生育環境である草原環境などの保全が重要である。

A

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

写真提供：小林禧樹

マメ科

兵庫県ランク…ヨツバハギ
環境省ランク… －Vicia  nipponica  Matsum.

人為性 特殊性 学術性

■ 県内分布

阪神、東播磨、但馬、丹波

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由


